
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県立教育センター 

小学校の部 



 

紹 介 作 品 
 

＜特選＞ 

 

小学校の部 

学年 作品名 学 校 名 氏 名 賞 

１年 アイラブ♡かぶとむし 呉市立荘山田小学校 𠮷岡 大智 広島県教育委員会賞 

２年 
カニの足はどううごく？ 

～カニのあるき方はかっこいい～ 
呉市立呉中央小学校  圭一郎 

広島テレビ賞 

【全国出品】 

全国都道府県教育長

協議会会長賞 

３年 
アーチ橋のひみつ 

～カテナリー曲線が強い理由～ 
呉市立警固屋小学校 川口 絢子 広島県教育委員会賞 

４年 

僕とアニサキスの闘いの記録 パート２ 

～アニサキスはどうやって魚の身の中に潜る

のか その秘密を探る～ 

広島大学附属小学校 中田 慧 

広島県教育委員会賞

【全国出品】 

全国都道府県教育 

委員協議会会長賞 

５年 
ウスバキトンボは光の反射で寄ってくる？ 

－駐車場での行動観察から－ 
広島市立牛田小学校 小嶋 悠暉 広島県教育委員会賞 

６年 
スーパーパワーを発揮したい 

重い物の持ち方，引っ張り方によってのちがい 
呉市立広小学校 相原 直 

広島県教育委員会賞

【全国出品】 

財団科学賞 

 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

 

小学校の部 

学年 作品名 学 校 名 氏 名 賞 

３年 

しゅうかくりょうアップ大作せん！２ 

～オクラはどうやったらたくさんとれ

る？～ 

府中市立栗生小学校 吉川 一稀 科学賞委員会特別賞 

 

 

 

 

＊作品名は，原本どおりに記載しております。 

＊紹介画像は，研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は，広島県立教育センター 本館 ２階ロビーに掲示してあります。 

当センターへお越しの際は，ぜひ，足を運んでください。 



 



 

【特選】  呉市立荘山田小学校  第１学年  岡 大智 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

カブト虫の成長の様子を詳細に観察し，その過程で疑問に思ったことに対して，自分で工夫しながら

調べ，結論を導き出している。愛情をもって観察を行っている優れた作品である。 

 

 

 

工夫した点 

・時間をかけて，かぶと虫を卵から育てて観察し，疑問に思ったことを１つずつ解決している。 

・予想を立てて実験方法を考え，その予想が外れたら，再び新たな予想に基づき実験方法を考えて疑

問を解決している。 

・夜中のかぶと虫の様子を動画に撮ってもらって観察するなど，無理のない方法で研究を進めている。 

・絵や図，表等を効果的に活用したり，シール等を用いたりして分かりやすく結果をまとめている。 

分かった点 

・幼虫は，土の上でうにょうにょしていて，うんちもたくさんしていた。さなぎになると，土の中で

くるっくるっと回っていた。 

・かぶと虫は，目で見てえさを探すのではなく，においを感じてえさを探し当てる。 

・かぶと虫の好きな食べ物は，スイカ・蜂蜜・もも・バナナで，嫌いな食べ物は，きゅうり・大葉・

オクラだった。 

・かぶと虫は，ぼくが寝てから動き出す。夜の虫かごは，飛んだり跳ねたり大騒ぎだった。 

・かぶと虫の足には，鋭い爪のようなトゲがたくさんある。その鋭い爪を引っかけることでしがみつ

く力を強くしている。 

もっと追究したい点 

・えさや育て方を変えてみることで，今年よりもっと大きくて，かっこいいかぶと虫が生まれてくる

か調べてみたい。 

・かぶと虫が気持ちよく過ごせる部屋を作りたい。そのために，かぶと虫がたくさんいる場所を探し

に行って，どんな場所が好きなのかを調べたい。 



 



 

【特選】  呉市立呉中央小学校  第２学年  兼澤 圭一郎 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

昨年度のカニの歩き方の研究に引き続き，カニという生き物の生態を追究しながら，愛情をもって観

察し，丁寧にまとめた優れた作品である。 

工夫した点 

・「カニは，８本の足でどうやって歩くのだろう」という疑問を解決するために，カニの足の動かし方

の秘密について，実験や観察をして調べていった。 

・３匹のカニを使って，足の動かし方の実験をして信頼性を得るようにした。 

・実験の結果から，はさみを使って歩いていることを見付けたので，はさみの使い方も実験をして調

べた。 

・壁や階段を上るときの足の動かし方も調べるため，実験装置を作り実験を行った。 

・実験で分かったことやさらなる課題を確かめるために，実際に石の階段を上るカニの足の動かし方

の観察を行った。 

・実験や観察から分かったことを表や数で分かりやすくまとめた。 

分かった点 

【地面や壁，階段では】 

 ・足を 8本全部動かして，歩いたり上ったりする。 

 ・４番目の足は，内側に曲がっていて歩いたり上ったりする。 

 ・１番目と３番目，２番目と４番目の足が仲間になって，足を伸ばしたり曲げたりして，歩いたり

上ったりする。 

 ・右・左の足が順番に動いている。 

 ・歩く方向に近い足を伸ばして，歩いたり上ったりする。 

 ・２番目と３番目の足を一番よく伸ばして，歩いたり上ったりする。 

 

【壁や階段で体が落ちないように】 

・足を大きく広げたり伸ばしたりして上る。 

・足の先を立てて，かまみたいにぐっと押さえて，ひっかけて上る。 

 

【他にも，階段では】 

・階段の端に行って上る。 

 

【はさみについて】 

・はさみを足のお助けとして，杖のように使って上る。 

 ・カニによって，よく使うはさみがある。 

もっと追究したい点 

・昨年の研究では，カニは狭い所へすごいスピードで歩いていたこと，今年の研究では，石の階段で

は，必ず端に行って上っていたことを見付けた。どうして，カニは狭い所や端に行くのか，詳しく

調べてみたくなった。 



 



 

 

【特選】  呉市立警固屋小学校  第３学年  川口 絢子 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

 多くの橋の模型を製作し，家族の協力を得ながら橋に働く力について考え，様々な実験に挑戦して結

論を出している優れた作品である。 

工夫した点 

・カテナリー曲線の強さを確かめるために，色々な種類の橋の模型を作り，実験を重ねた。 

・実験の内容と結果を，表やグラフなどを使って，分かりやすくまとめた。 

分かった点 

・カテナリー曲線が強い理由は，下向きの力が横に分散されるため，橋に負担がかかりにくい形状で

あることが証明できた。 

もっと追究したい点 

・今回は，アーチ型に注目したが，斜張橋や吊り橋など，他の橋についても研究してみたい。 



 



 

 

【特選】  広島大学附属小学校  第４学年  中田 慧 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

 研究機関に問い合わせたり，論文を読んだりしながら実験方法を工夫し，意欲的に研究を進めた優れ

た作品である。 

 

工夫した点 

・昨年発表した研究では，アニサキスは身近にいる寄生虫で，冷蔵庫では死なずに，48時間以上冷凍

しなければ死なないことを確かめることができた。 

・東京の目黒寄生虫館で，「アニサキスが魚の身の中に潜っていくところが見たい！」というと，研究

室長さんが，実験の論文があったことを教えてくださった。そこで，アニサキスが実際に動いて潜

っていく様子を観察して研究してみようと思った。 

・３つのテーマについて，４つの観察，実験方法（Ａ~Ｄ）で調べ，記録の仕方も工夫した。 

【テーマ】 

①アニニサキスが実際に潜ることができる実験装置をつくること。 

②顕微鏡でアニサキスの体を観察して，動きの秘密を探ること。 

③アニサキスはどのように潜るのかを観察し，動き方を解明すること。 

分かった点 

・実験Ａでは，アニサキスが潜り込んで寒天の中を動き回るところが観察できた。 

・実験Ｂでは，アニサキスの体のつくりが観察できた。 

・実験Ｃでは，アニサキスがよく動く寒天の条件を解明できた。 

・実験Ｄでは，アニサキスの体は伸び縮みしていることがよく分かった。 

・今回の研究結果から，アニサキスの潜り方は，つきさし型＋伸び縮み型の合わさった動きをしなが

ら，潜ったり動いたりしていることを発見することができた。「頭をつきさす→動作を繰り返して

深く頭を潜らせる→体をくねらせて体を固定する→体を伸ばして頭をつき出し進んでいく」という

順番が分かった。 

・動物の消化管の中には，たくさんのヒダがあって，デコボコしていて中には酸があるので，アニサ

キスにとってはよく潜る条件が揃っていることが研究を通して分かった。 

もっと追究したい点 

・ニュースで見たアニサキスを殺す装置は電気を通すものだった。来年度は，電気とアニサキスの関

係を調べたり，ブラックライトで光るアニサキスのひみつを調べたりしてみたい。 



 



 

 

【特選】  広島市立牛田小学校  第５学年  小嶋 悠暉 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

 得られた結果を表やグラフで分かりやすく示しており，まとめ方に工夫が見られる優れた作品である。 

工夫した点 

・できるだけたくさんのデータを集められるように，何度も水まきをしたり，外に出たりして観察を

行った。 

・その日の天気や周りの状況，変わったことなどをたくさんメモに取るように頑張った。 

・観察を始める前に，専門家の人に話を聞いて，自分なりの仮説をしっかり立てるようにした。 

・観察しながら疑問に思った点は，すぐに昆虫館の方や周りの先生に質問して調べるようにした。 

分かった点 

・ウスバキトンボは，日光がある時に水をまくと，水に日光が反射したのを感知して飛んでくること

が分かった。曇りで日光がない日は，１度も現れることはなく，新しい発見となった。 

・ウスバキトンボは，明らかに日なたの車の上にだけ寄ってきて上を飛び続け，日陰の車の上を飛ん

だ数は少なった。曇り，雨の日の場合は，全く現れなかった。 

・毎日７時から 15時までの間しか現れないことが分かった。 

もっと追究したい点 

・観察中，曇りで日光がない日でも，水たまりに飛んできてそのまま飛び続けたトンボがいた（３回）。

他の種類のトンボが，日光がなくても飛んでくるのは，光の感じ方が違うのか，それとも，例えば

水を飲みに来るなど違う行動なのか，新しい疑問がわいたので調べてみたい。 

・最初は，駐車場の白い車の上にトンボが多く飛んでくるように感じ，白い車と黒い車の上のどちら

に多く飛んでくるかも記録をしていた。しかし，白と黒の車の台数が違うことに気付き，比べられ

ないので記録することを止めてしまった。もしかすると，比率を使えば比べられたかもしれないの

で，どんな表やグラフにするのかを考えるなど，データをまとめる方法についても，もっとたくさ

ん勉強したい。 



 



 

 

【特選】  呉市立広小学校  第６学年  相原 直 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

 カバンと重さという身近なテーマから出発し，さまざまな条件を設定して根気強く実験を行い，自分

なりの結論を導き出している優れた作品である。 

工夫した点 

・より正確な数値を出すために，１つの条件で３回ずつ実験を行い，その３回分の数値から平均を出

した。 

・多くの表やグラフ使い，数値の移り変わりをより分かりやすいようにまとめた。 

分かった点 

・ふくろの持ち手の長さや幅には，ある１つの重さに適している持ち手の長さや幅があることが分か

った。 

・結果の数値は，１つの条件でも，全て同じ正確な数値が出るわけではないため，平均を出すことに

より，より正確に近い数値を出すことができると分かった。 

もっと追究したい点 

・ひもの素材の種類を増やし，ひもの素材の変化で耐えられる重さがどのように変わるのかについて

研究をしたい。 

・今回は，「引っ張る」と「持ち上げる」の２つの方法で実験を行ったが，車輪をつけるとどのくらい

の重さに耐えられるのかについて研究をしたい。 



 



【科学賞委員会特別賞】  府中市立栗生小学校  第３学年  吉川 一稀 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

オクラの栽培を続ける中で生じた疑問について，根気よく丁寧に観察や調査を行い，自分なりの結論

を導き出している優れた作品である。 

工夫した点 

・２本立てと３本立てで比較できるように，収穫量（本数と重さ）を毎日調べ，写真で記録し分かり

やすく表にまとめた。 

・収穫できるまでの日数を調べ，生長のスピードを比較した。 

・収穫量だけでなく，葉の大きさや茎の太さ，草たけの差を調べた。 

分かった点 

・１つのオクラの苗で比較すると２本立ての方が多く収穫できるが，面積あたりで比較すると３本立

ての方の収穫量が多いといことが分かった。 

・２本立ては茎が太く，葉大きく，生長が早い。実は太くて重いが，かたいものができやすかった。 

・３本立ては２本立てより茎が細く，生長がゆっくり。実は細く，やわらかいものができやすかった。 

・食べられるもの，売り物に向いているもので考えると，３本立てで育てる方が良いということが分

かった。 

もっと追究したい点 

・日の当たり方で，生長に違いがでることから，３本仕立てで育てる時に，日がより当たるように間

を少しあけて植えると，どんな違いがでるのか調べてみたい。 

・２本立てより３本立てで育てる方が，よりやわらかく細めの実ができるのであれば，４本立てや５

本立てにすれば，実はもっとやわらかく，収穫量も増えるか調べてみたい。 


